
第３回 鹿部町総合計画策定審議会議事録 

 

開催日時  令和４年９月１６日（金）１６時５５分～１８時０５分 

開催場所  鹿部町役場２階 会議室 

出席委員  １７名（吉康郎会長、松本善一副会長、千葉光義委員、髙橋茂夫委員、松川正委員、松本大

樹委員、中村綾乃委員、若山唯敏委員、能戸仁士委員、金子ふさえ委員、佐々木博史委員、

矢野和成委員、松本広美委員、石割恒彦委員、内山勝之委員、内田隆委員、原田光雄委員） 

欠席委員  ３名（平井悦子委員、山田大春委員、吉英樹委員） 

 

１ 開会 

２ 議事 

 

（資料１ 第６次鹿部町総合計画基本構想（素案）（１～７Ｐ）ついて事務局より説明） 

 

委員 

ここで書いてある通りだと思います。方法、期間、予算を示すということで実施計画を使うことで良い

と思いますが、このことが言葉でしか書いていない。ということは、数字まではここには入れませんよと

いう風に理解しても良いか。 

 

事務局 

実施計画の中身については、審議会の中では議論はしない予定となっています。実際の実施計画書につ

いては、３年分の計画を記載します。時代に合わせて変化させるため、毎年更新しながら１年ずつ追加し

ていき、１０年間進めていく。この計画書が出来次第、ホームページ上で公開する予定でいます。 

総合計画の中には実施計画書は入りませんが、別冊で実施計画は作って、公開します。 

 

（資料１ 第６次鹿部町総合計画基本構想（素案）（８～１３Ｐ）ついて事務局より説明） 

 

委員 

人口は１０年後には３，０００人ちょっとですが、それ以上に下がる可能性はありますか。もしあるの

であれば、もうちょっと厳しく作った方が良いのではないか。 

 

事務局 

人口については、第２回の審議会でも触れています。この推計については、国勢調査を基に推計してい

ます。実際に言われたとおり、１０年後に推計よりも減ってしまう可能性もあります。これはあくまで、

国勢調査の結果に基づく、参考となる推計として見てもらえればと思います。 

今後の人口対策については、総合計画の中で当然やりますけども、総合戦略という人口に特化したもの

も作っていまして、それについては人口を減らさないような施策をしていくというものもやっています。 

 



委員 

 年齢の割合も推計に入れてはどうか。 

 

事務局 

 はい。 

 

委員 

Ａ級グルメというものは、うまくいっていると思って良いのですね。Ａ級グルメを軸としたと書いてい

るので、今までもうまくいっているし、今後もよりうまくいかせようと町として考えているという前提

でよろしいですね。 

 

事務局（加藤） 

Ａ級グルメがうまくいっているとかどうかではなく、一つの施策の中で、Ａ級グルメで町をおこしてい

きたいということですので、その担当する部署からこのような記載を入れて欲しいと言われた。これが

ないと基本計画の中にＡ級グルメに関連する取り組みを入れることができないという要望があったので

いれています。 

 

（資料１ 第６次鹿部町総合計画基本構想（素案）（１４～１７Ｐ）ついて事務局より説明） 

 

委員 

私は前提の理解が正しければ反対です。なぜかというと、総合戦略は令和２年に作られて、中を見ると

目標が令和６年ですね。これはパブリッシュされていますよね。つまり、今は令和４年なので２年後の目

標の話ですよね。今議論している総合計画は今から１１年後の目標。１１年後の土台の話をしているの

に、あと２年で終わる人口減少の計画の目標値があるので、大丈夫ですか。 

 

事務局 

総合戦略は５か年計画で作っています。この内容については、毎年有識者会議を開きながら、中身を改

正しています。今言われたとおり、令和６年以降については、第３期の総合戦略を作っていきます。 

 

委員 

はい。理解しています。人口減少が本当に大変なのは松川委員も言っていましたし、町の人の多くが人

口減少に対して危機感を持たれていると仮定して、大事な人口減少の話を個別でやって、今２年後まで

の計画があるものの、じゃあまた２年経ってから計画作りましょうねでよろしいでしょうか。 

私は、総合計画が１０年計画で作る町で一番大事な計画だと理解していますが、大事な人口減少の話が

個別の案件で、また２年後に計画していきましょうでよいのでしょうか。なぜかというと、例えば、５０

ページに婚姻件数年間５０件となっていますが、１６ページには３０歳代の人口の推計値を見ると、結

婚する人が２０歳から３９歳までとすると、令和７年は４５０人くらいいて、全員が独身だとしても、５

０件は９掛けると４５０なので、年間５０件という目標は大変厳しいのではないかと思います。５０件



目標で、過ぎてみて達成できませんでしたで良いのでしょうか。個別に年間５０件という目標を立てる

のはとても素晴らしいと思うし、それはぜひ、各部署の方で、施策とか話し合って実行していただきたい

ですが、そもそもの大きな目標が決まっていないと、個別の目標にずれが生じている。人口が１０年目標

では、令和７年には結婚できそうな２０歳から３９歳の人は４５０人。全員独身でも年間５０件はいか

ない。何か出来ることしないと。そのずれを上から下におろしていかないと。そのために、１０年の全体

計画があるので、だからこそ、人口を含めて、１０年計画のところでも議論なり、実施計画の方で考えた

方が良いのではないでしょうかと考えています。 

 

事務局 

私の説明不足もありますが、総合戦略については、毎年検証して見直しをかけています。この計画を作

った時の人口の推計については、総合計画を作る前の一つ前の国勢調査のデータに基づき、推計をして

それに合わせて目標人口を設定しています。それに合わせて目標を設定していますので、甘い目標もあ

れば、もう無理だろうという目標があります。６次計画については、次の国勢調査の結果に基づいて推計

を出している。この総合計画が出来た時点で、総合戦略を総合計画に合わせて改正していこうと有識者

会議で話していますので、総合計画が来年３月に出来てから、来年度に総合戦略を大幅に直していくと

話をしています。 

 

委員 

そうすると、第２期総合戦略というのは、令和５年４月から考え始めて、令和６年３月にクローズし

て、パブリッシュされるということでよろしいですか。令和６年の目標はそのままにするということで

すか。 

 

事務局 

そのとおりです。 

 

委員 

前回議会傍聴をしたときに、ある議員が町長に対して、出生した時のお祝い金の質問がありました。私

は素晴らしい提言だと思って聞いていました。ところが、町長の答弁では、かみ合わないで終わってしま

った。それは、鹿部町の人口を増やすという視点の質問でした。かみ合わないまま終わってしまったの

で、鹿部町の先は暗いと思った。そうゆう議論は必要だと思う。こうゆう議論がないと進まない。人口減

は暗い話題、発想の転換が必要。 

 

事務局 

人口減少対策の施策については、この基本構想ではなく、次の基本計画の中に記載される予定です。そ

の中身について皆さんに素案をお見せして、思っていた施策が載っているのかなどを確認していただき

たいと思います。次回予定しています基本計画の素案については、具体的な取り組みが記載されますの

で、役場の各担当課も同席します。なので、具体的な内容については、委員の皆さんから聞けるような場

にしますので、どうぞよろしくお願いします。 



 

（資料２ 第５次鹿部町総合計画検証資料ついて事務局より説明） 

 

委員 

質問ですが、頂いた資料をみると、実施したと、実施したが十分ではない数は分かりますが、出来てい

ないのが多いのが、１２ページを見ると観光は十分でないと出来なかったが多いという数は分かります

が、ものによって重要性があると思います。その辺そうなっているのかなと思っていて、鹿部町は水産の

町なので、水産加工業の方が、十分ではないや出来なかったが過半数を占めているので、水産加工業の方

はどう思っているのかとか、町と水産加工業の方の意見のすり合わせとか相互理解みたいなものは出来

ているのでしょうか。もしくはされる機会とか情報共有はしているのでしょうか。 

 

事務局 

第２回の審議会の中で、総合計画の検証の仕方について、ちゃんとやっているのかという質問がありま

して、実は５次計画については、検証機関は設置していない。そのため、指標がありません。担当課の方

で各事業を１０年間の中で着手した、着手したがさほど出来なかった、途中でやめてしまった、そうゆう

部分で評価しています。今度の６次計画については、前回質問されたときに、せっかく今回作るので、検

証をしっかりと出来るようにしたいと考えていますので、今委員指摘のとおり、しっかいとした検証が

できる仕組みを作りたいと思います。 

 

委員 

資料１の１３ページ、可能性の部分で擬態的に提案したいと思います。北海道遺産である道の駅と隣町

の南茅部の縄文文化を結び付けて、地学とか物理学とか、素晴らしい歴史的な教材があるので、教育に活

用して欲しい。具体的な方法ですが、広く小学校、中学校、高等学校に広めるために、校長会、教育委員

会、観光会社、旅行会社に積極的に PRをして、人を集める、呼ぶ、来ていただく、という活性化を具体

的に書いていない。入れていない。さらに、社会福祉協議会を通じて、各婦人団体や老人会に教育や宣伝

をしてはいかがか。 

 

事務局 

貴重な意見ありがとうございます。地域資源を活かしていくということで、今言われたこと、縄文や間

歇泉の記載がないということで、これについては、前回の審議会の中でなかったので、再度、策定委員会

の中で議論したいと思います。具体的な提言もありましたので、これらについては、基本計画の方に記載

される事案になります。各関連する部署の方で検討するので、素案ができた段階で、ご指摘していただけ

ればと思います。担当課も出席しますので、よろしくお願いします。 

 

委員 

次回は、いつ開催されますか。 

 

事務局 



次回の開催日は未定です。現在基本計画に着していて、精査しているところです。これが出来次第やり

ます。事務局としては、できれば１１月くらいに出来ればと思っています。なるべく早い段階で日程等決

まり次第、お知らせしたいと思います。お知らせに合わせて、資料についても早めにお配りし、確認して

もらえればと思います。 

 

委員 

次回は各担当課長が出るということなので、時間かかると思います。同じ時間でよろしいですか。 

 

事務局 

役場の都合ですが、できれば夕方に出来ればと思います。今回と同じくらいの時間で設定したいと思い

ます。場所についてですが、担当課が出席となればここでは収まらないので、違う場所。私が考えってい

るのが、公民館かどこかで開催したいと思います。場所も含めて早く皆さんに通知したいと思いますの

で、よろしくお願いします。また、時間がかかるので、２回に分けてやるか、事前に皆さんにチェックし

てもらうので、スムーズに進めば１回で済むかもしれない。進め方は事務局で考えて通知します。 

 

３ 閉会 


